
Copyright © 2026 Ryutsu Keizai University

２０２６年１月２７日

流通経済大学 流通情報学部 教授
株式会社ＮＸ総合研究所 顧問

大島 弘明

持続可能な物流に向けた効率化のあり方について
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持続可能な物流の再構築に向けた環境変化等

持続可能な物流の実現へ向けて最大の課題は『労働力確保』では

「運べない」が生じたら、荷主・社会・経済に多大な影響が

労働条件の改善が必須／荷主の理解と協力が必要／法規制を強化

物流現場の労働環境改善／物流効率化／適正運賃の負担

改正物流効率化法 貨物自動車運送事業法

●全荷主等の努力義務
①荷待ち時間の短縮
②荷役等時間の短縮
③積載効率の向上等

●荷主の特定事業者の義務
④中長期計画の提出義務
⑤中長期計画の定期報告義務
⑥物流統括管理（CLO）の

 選任義務（①～⑤の実施）

●真荷主と運送事業者間での運送
契約の締結時の相互書面交付

    義務

●違法な白トラに係る荷主等の取
締（罰則規定）

●適正原価の遵守義務

（適正原価を払わない荷主には是
正指導）

取適法

●運送委託の対象取引への
追加

■義務
・発注書の交付
・取引に関する書類等の作成・保存
・支払期日
・遅延利息の支払

■禁止行為

受領拒否／支払遅延／減額／返品
／買いたたき／購入・利用強制
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物流効率化法・貨物自動車運送事業法・取適法の改正とスケジュール

出所：国土交通省会資料
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改正物流関連法の経緯と概要
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取適法（改正下請法）における特定運送委託の追加①

資料：公正取引委員会
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サプライチェーンの効率化の考え方
●「個別最適」から「全体最適≒サプライチェーンの最適化」へ
● 足元の物流コストの単価アップをサプライチェーンの効率化で吸収を
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輸送の効率化・生産性向上のメニュー例

●入出庫作業の迅速化・効率化（発着とも）
●生産遅れ・出荷遅れの見直し

●時間指定の変更、弾力化、適正化（発着とも）

●予約受付システム（バース予約調整システム）の導入 等

手荷役・付帯
作業の

改善・削減

輸送システムの
見直し・変更

適正な運賃・料金
の負担

●一貫パレチゼーションの導入
●ロボット化/自動バンニング・デバンニング機器の導入

●パレット単位での取引 等

●車両の大型化（トレーラ化、ダブル連結トラック）
●モーダルシフト、中継輸送等

●積載率の向上（共同配送、往復実車へのマッチングシステム等）

●リードタイムの変更・延長
●自動隊列走行、自動運転トラック 等

●運賃・料金契約の書面化／適正な運賃・料金の負担
●運賃以外に発生する料金の適正負担（待機料、荷役料、付帯作業

料、高速道路料金 等）

荷待ち時間の
改善・削減

運
送
事
業
者
・
発
荷
主
・
着
荷
主
の
相
互
協
力

物流の標準化／DXの導入・推進

●物流改善≒輸送の効率化・生産性向上に向けて、下記に代表されるような対策
（メニュー）の実施が必要。
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共同輸送／ダブル連結トラック 導入事例①

サントリー・ダイキン製品の往復輸送

出所：サントリーホールディングスホームページ
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共同輸送／ダブル連結トラック 導入事例①

江崎グリコの菓子と異業種の荷物を同時輸送

出所：江崎グリコホームページ



Copyright © 2026 Ryutsu Keizai University 11

中継輸送による労働負荷の軽減事例

出所：「荷主と運送事業者の協力による取引条件と長時間労働の改善に向けたガイドライン 事例集」
  「トラック運転者労働条件改善事業報告書」平成30年3月、㈱日通総合研究所（厚労省委託事業）
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荷主間の協力による共同輸送による積載率向上事例

出所：「トラック運送における生産性向上方策に関する手引き」国土交通省自動車局貨物課（平成29年3月）

注：Ｆ－ＬＩＮＥ㈱は、2019年4月に食品メーカー5社、味の素㈱、ハウス食品グループ本社㈱、カゴメ㈱、㈱日清製粉ウェルナ、
日清オイリオグループ㈱の出資により、味の素物流㈱、カゴメ物流サービス㈱、ハウス物流サービス㈱（事業の一部）の
物流事業を統合して誕生した会社
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最近の物流への取り組み事例①
分類 企業名等 概要

共同化

三菱食品
PALTAC

三菱食品（食品業界）とPALTAC（日用品業界）と物流で協働取り組みを

始動。協業テーマは、「既存物流拠点の活用＝両社既存拠点の空き
キャパシティ有効活用」、「共同配送の推進＝配送車両の空積・空車の
共同配送による配送効率化」、「共同物流センターの検討＝新しいサプ
ライチェーンモデルや最適な倉庫管理システムの検討」、「物流DXの共

同研究＝データ連携基盤構築、将来のマテハン設備・システムの共同
研究」。（2025年1月）

ニトリ
エディオン

ニトリグループの物流部門を担うホームロジスティクスとエディオンが、
両社の物流効率を上げようと、神奈川県川崎市から仙台市への幹線輸
送で共同配送の取り組みを始めた。

ニトリグループとエディオンはこれまで、資本業務提携の一環で商品の
共同開発など行ってきた。家具・家電の共同配送でさらに協業を進める。
（2025年2月）

伊藤園
日清シスコ

群馬県～宮城県間の重軽量貨物混載による共同輸送を開始。
重量貨物で2段積みができない伊藤園の飲料を、1段積みした際の上部

空きスペースに軽量貨物である日清シスコのシリアルを積むことで、荷
台の容積を隙間なく積載して共同輸送。

協業混載を行う際は、積み下ろし箇所が増えるため、日清シスコの工場
から伊藤園の出荷倉庫へシリアルを移動して積み地を1か所に集約。

個別輸送していた従来の方法に比べて積載率が向上、トラックの使用
台数が削減。（2025年10月）

出所：新聞、業界紙等から筆者作成
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最近の物流への取り組み事例②
分類 企業名等 概要

共同化

YKK AP
大王製紙
北陸コカ･コーラ
ボトリング

異業種3社で商品輸送の効率化に向けた共同輸送を8月に開始。

これまで各社の工場から仕向地まで、輸送は往路のみ実車、復路は
空車の「片荷輸送」で運行していたが、大王製紙の物流グループ会
社であるダイオーロジスティクスが各社の輸送を一括で行い、各社の
輸送拠点をつなぐ運行ルートにしたことで空車での輸送距離を縮め、
実車率を向上させた。（2025年9月）

共同化・
車両の大型化

ブルボン
岩塚製菓
京葉流通倉庫
大東実業
朝日物流

新潟県に生産拠点を持つ菓子メーカー2社が、25ｍダブル連結トラッ

クで関東に向けて製品を共同輸送し、関東からは異業種の貨物を混
載・共同輸送することで、「ＣＯ2排出量40％削減」「ドライバー稼働を
約半数に削減」などの効果が見込まれるとしている。1週間に1・5往
復程度の本格運行に移行した。（2025年8月）

モーダル
コンビネーション

食品メーカー6社と
F‐LINE

北海道地区共同配送拠点（札幌市）から帯広中継拠点（帯広市）ま
での中距離幹線トラック輸送を鉄道輸送へシフトし、中継拠点から納
品先への近距離配送は柔軟な対応が可能なトラックを利用する、
「モーダルコンビネーション」の実用性を総合的に評価するためのトラ
イアル輸送。（2025年9月）

賞味期限の
変更・延長

キユーピー
物流効率化へマヨネーズの賞味期限「年月表示」に変更、賞味期間
も延長。（2025年5月）

出所：新聞、業界紙等から筆者作成
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荷主・産業側・消費者の対応
●物流に対する理解を深める！

●「選ばれる荷主企業」にという理解
を！

●発荷主・着荷主の間で取引条件見
直しを！(取引条件≒物流条件)

●企業活動における「物流」のプライオ
リティーの格上げを！

15

物流革新に向けたキーワード

人に優しい物流＝働き方改革 ➡ やればできる！
『輸送力（ドライバー）確保に向けた労働環境・条件の改善』

『限られた輸送力で対応するための物流効率化』

物流事業者の対応
●荷主企業への正しい主張＝荷主へ
の提案！

●現場の“見える化”が必要！（時間管
理・原価計算）

●労働時間が短縮しても賃金が減らな
い仕組み・体制づくり！

●マッチングがキーワード！（積載率
向上(日帰りも)・共同配送等）

法規制の改正等によりバックアップ ➡ 今がチャンス！

適切な契約／デジタル化／DX推進／AI活用／標準化 等々
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ご清聴ありがとうございました。

ご質問・ご感想は

流通経済大学／NX総合研究所 大島 弘明 まで

【プロフィール】

1964年生まれ、東京都出身
1988年 日本大学理工学部卒、㈱日通総合研究所入社
2018年 取締役
2022年 ㈱ＮＸ総合研究所に社名変更
2023年 常務取締役
2024年 流通経済大学 流通情報学部 教授

㈱ＮＸ総合研究所 顧問

主にトラック運送事業の変化や労働・安全問題、
物流効率化対策などの調査研究に従事

主な著書 
「ドライバー不足に挑む！」（単著）

  「令和版 物流ガイドブック」(共著）
  「都市の物流マネジメント」（共著）
  「現代の新都市物流」（共著）
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